
第３号議案

羽ばたけ鮎河自治振興会（まちづくり協議会）令和８年度事業計画について

◎分野(専門部会)別の基本方針

・あんしん部会　　　　　『安心して暮らせる自然豊かな郷』

・いきいき部会　　　　　『心豊かな人が育ち、生き生きと暮らせる郷』

・きらめき部会　　　　　『人･地域が煌めき、賑わいのある郷』

・みらい部会　　　　　　『未来まで住み続けたい、魅力ある郷』

  　[分野-将来構想の推進,総合過疎対策事業の推進]

◎全体的事業

◎各専門部会事業

　分野別に基本方針に従い、各専門部会が次により事業を実施します。

・あんしん部会

事　業　区　分 事　　業　　名 内　　　容　　　等

防災対策事業 消火栓器具設置整備 消火栓器具格納箱、消火栓ﾎｰｽ等の整備

自主防災備品等整備 自主防災備品の整備、防災倉庫管理

防災訓練 防災訓練等の実施

防災体制の充実､整備 防災隊組織の充実、整備

生活環境整備事業 ごみ集積場整備 ごみ集積場の整備補助(補助金交付要綱)

交通安全対策事業 交通安全啓発施設整備 通行危険箇所の整備、道路愛護活動

広報啓発事業 広報誌、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等更新 羽ばたけ通信発行、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・SNS発信

戦没者追悼事業 学区慰霊祭 学区慰霊祭の執行

　今年度より、当振興会が鮎河コミュニティセンターの管理者として指定されました。これは、市の
意向だけではなく地域自らが積極的に施設を管理運営することにより、これまでの地域コミュニティ
の拠点としてだけでなく、今まで以上に使いやすく地域住民の憩いの場として、子どもから高齢者ま
で多くの住民が集い、笑顔と明るい歓声につつまれる、そんな地域住民に親しまれ、愛される施設を
目指していこうという考えからです。
　高齢化率は５３％を超え、独居世帯が全体の約3分の１を占めるなど新たな地域課題も生じ、その
対策やこれまでの地域の将来ビジョンである「グランドデザイン」の見直しの必要性も生じていま
す。「みんなで支えて、みんなでつくる、鮎河の未来(あした)」のスローガンのもと、地域の安全安
心と見守りの新たな協力体制とその支援を推進し、住民一体となって各種課題に取り組み、みんなが
住んでいて幸せを感じられる住み良い地域をつくっていきましょう。

・旧鮎河小学校活用運営推進委員会と連携し、地元の意向を事業者に伝えるとともに、事業者と協力
　しながら地域活性化につながるよう取り組みます。
・地域将来ビジョンの実現に向け、様々な課題解決に向けた検討、実証を進めます。
・担い手不足、高齢化、獣害により地域農業の維持が難しくなってきているため、関係者と協議を行
　い、地域農業の維持に対する実効的な方策を検討します。
・地域づくりは人づくり、世代間交流事業の実施、子どもたちが元気に育ち、保護者にとっても、子
　育てしやすい環境づくりを考えていきます。
・自治振興会が地域にとって有効な活動展開であるために､年代を問わず身近に感じて、活動への参
　加意欲を高められるよう情報を発信します。

　[分野-人権啓発･青少年健全育成･子育て支援・地域交流･文化芸術･生涯学習･健康増進・スポー
ツ・福祉対策･高齢者対策･体力づくり]

　[分野-防災対策･防犯対策･環境保全・生活改善・交通対策・交通安全対策・広報啓発・地域情報
化・他の専門部会に属さないもの]

　[分野-地域活性化･産業振興･獣害対策･景観対策･交流促進]
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・いきいき部会

事　業　区　分 事　　業　　名 内　　　容　　　等

人権啓発事業 人権研修会 人権学習

青少年健全育成事業 鮎っ子育成事業 鮎っ子育成支援　　[学区子ども会連携]

放課後塾・お楽しみ会

文化・ｽﾎﾟｰﾂ事業 文化振興事業 あゆかわ文化教室開催

体力増進事業 いきいき100歳体操(各集会所）

福祉対策事業 福祉機器整備 福祉備品の整備　（東野区）

高齢者活性化事業 学区敬老会 75歳以上高齢者招待敬老会開催

学区ｻﾛﾝ 75歳以上高齢者ふれあいｻﾛﾝ開催

高齢者ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ大会
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ大会の開催
　[大河原高砂会･東野福寿会･西野鮎西会連携]

・きらめき部会

事　業　区　分 事　　業　　名 内　　　容　　　等

地域活性化事業 地域ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ事業
ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝの設置等
　　[大河原花木会・鮎河緑化ｸﾗﾌﾞ連携]

多世代交流事業 大東西区で開催

産業振興事業 獣害対策事業 猿･鹿・小動物対策

景観対策事業 緑化樹保全事業
さくら苗木等の植樹･剪定･管理
　[大河原花木会・鮎河の桜を守る会連携]

交流促進事業 咲くや鮎河千本さくら (実行委員会により実施)

桜海に甦る鮎河の城事業 城跡の環境美化及び整備 見学ﾙｰﾄの草刈り等

・みらい部会

事　業　区　分 事　　業　　名 内　　　容　　　等

将来構想の推進
鮎河地域将来構想（グラ
ンドデザイン）の推進

・検討委員会（みらい部会）の開催
「グランドデザイン」テーマに基づく
　実践活動の企画立案
　テーマ　地域資源活用、生活支援､
　　　　　農地･森林の保全
・総合過疎対策事業の具現化
・各部会との協働

事　業　区　分 事　　業　　名 内　　　容　　　等

総合過疎対策事業 総合過疎対策事業

•旧鮎河小学校活用運営推進委員会への提案
 (自治振興会･区長会)
•人口減少による地域(区・組)活動等の見直し
•ご近所福祉(見守り互いに支え合う地域)
•組織体制・事業内容の見直し等
•山村広場整備事業
•除雪機購入積み立て

・四部合同事業
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